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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 (1/2)

　

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

流下能力の確保、外来種対策
掘削（高水敷）
その他

岩木川の河道掘削事業における環境への配慮
岩木川水系岩木川

河川改修
段 階 ：

2540 整 備 計 画 流 量 ：

＜背景＞
　R４年８月の出水被害を受け、「岩木川緊急治水プロジェクト」を策定し、総量５０万m3に及ぶ河道掘削を
実施しているところ。
　河道掘削の実施にあたっては、河道内樹木の再繁茂、再堆積を防ぐことを主眼に複数ケースの掘削を
試行してきたところであるが、今般、再繁茂、再堆積対策として有効と思われる見解があったことから、そ
の内容を発表するものである。
　併せて、これまでは「なるべく環境に影響が少なくなるように」検討されてきた河道掘削であるが、「新た
な河川環境の創出」という視点で、河川環境を評価できないか、岩木川の例を基に提案したい。

＜課題＞
・河道掘削箇所の再繁茂・再堆積対策
・河道掘削による環境への影響をどう評価するか（あらたな評価方法の提案）

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

D（実施・施工時）
令和4年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度：

　河道掘削高を複数設定し、再繁茂・再堆積状況をモニタリング
　　・ケース１：平水位以上
　　・ケース２：平水位
　　・ケース３：融雪期を除いた平水位

大河川
河川の流域面積： 2500m3/s セ グ メ ン ト ： 2-2

定量的

掘削高をH27平水位よりも低く設定
（河積は同程度）

平水位(H27検討)

融雪期を除く期間の平水位

：H27見直し整備計画河道
：ヤナギ種子発芽抑制掘削
：R4年度末河道

見直し掘削断面



事例概要（資料2） 2_事例概要

取り組み内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

　
河川環境管理シートを用いて、掘削後の断面で評価を実施

017-734-4521

＜今後の対応＞
・モニタリングを継続し、再繁茂・再堆積状況を把握。

＜アピールポイント＞
これまでは「なるべく環境に影響が少なくなるように」検討されてきた河道掘削であるが、「新たな河川環境
の創出」という視点で、河川環境を評価できるのではないか。
今後の「河川環境目標の定量化」への一手法として活用できるのではないか

問い合わせ先 東北地方整備局 青森河川国道事務所 流域治水課

電話番号
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9.ワンド・たまり

10.湛水域

生息場の多様性の
評価値の比較

R2（現況、基準年）

R5（掘削後・自然裸地）

評価値の差（R5-R2）

汽
水

11.干潟

12.ヨシ原

2時期の評価の比較

典
型
性

陸
域

1.低・中茎草地

2.河辺性の樹林・河畔林

3.自然裸地

4.外来植物

水
際
域

5.水生植物帯

6.水際の自然度

7.水際の複雑さ

水
域

8.連続する瀬淵

○：基準年の中央値以上
△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（典型性4、10のみ）
－：なし（数値が0）
■：改善傾向

■：悪化傾向

■：評価対象外

◆生息場の多様性の評価値の変化◆生息場の多様性の評価値の変化

• 河道掘削による環境配慮について、河川環境管理シートにより評価した。

• 河道掘削後に評価値が高くなることが確認された。


